
え
て
い
る。
低
賃
金
で
も
構
わ

な
い
と
い
う
女
性
が
一
定
数
い

る
こ
と
は、
日
本
全
体
の
賃
金

水
準
を
引
き
下
げ
る
方
向
に
働

廃
止
で
生
き
方
広
が
る

氏
」，

り
理
三

　
　

　

東京大教授岡山県立大教授

　

だ

　　　

まさのぶ
田

　

雅暢氏
だ
田

　

ゞ
＊－

　
　
　
　　

　

配
偶
者
控
除
は
高
度
経
済
成

長
の
さ
な
か
の
１
９
６
１
年、

「
妻
の
座」
を
税
制
上
も
認
め

る
べ
き
だ、
と
い
う
趣
旨
で
創

設
さ
れ
た。
妻

の
年
収
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ

ば、
本
人
に
所

得
税
が
課
税
さ

れ
ず、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に

配
偶
者
控
除
が
与
え
ら
れ
る
。

宍
が
妻
を
養
う
こ
と
を
前
提

と
し
た
「
男
性
稼
ぎ
主」
型
制

度
の
典
型
と
い
え
る。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
女
性
は
会
社
に
勤
め

続
け
る
よ
り、
専
業
主
婦
に
な

る
か、
あ
る
い
は
夫
に
扶
養
さ

れ
る
範
囲
内
の
パ
ｒ
ト
労
働
で

「
内
助
の
功」
に
努
め
る
よ
う

に
誘
導
さ
れ
て
き
た
。

だ
が、
今
で
は
共
働
き
世
帯

が
多
数
派
だ。
男
性
も
失
業
が

増
え、
雇
用
が
流
動
化
し
て
い

る
４
配
偶
者
控
除
は
時
代
に
合

わ
な
い
。
廃
止
す
べ
き
だ
。

配
偶
者
控
除
が
あ
る
こ
と

で
、
パ
１‐ト
の
女
性
が
年
収
１

０
３
万
円
以
内
に
働
き
方
を
抑

く
。特
に、
正
社
員
に
な
れ
な
い

男
女
の
若
い
非
正
規
労
働
者、

母
子
世
帯
の
母
親
な
ど
の
賃
金

に
悪
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

配
偶
者
控
除
は
「
妻
は
夫
に

扶
養
さ
れ
る
も
の」
と
い
う
通

念
を
支
え
る
象
徴
に
な
っ
て
い

る。
こ
れ
を
廃
止
す
る
だ
け
で

全
て
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な

い
が、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選

択
肢
を
広
げ
て
い
く
上
で
大
き

な
意
昧
が
あ
る
是

年
金
と
医
療
保
険
に
も、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
主
婦
が
年

収
を
１
３
０
万
円
未
満
に
抑
え

れ
ば
保
険
料
を
負
担
し
な
く
て

済
む
仕
組
み
が
あ
る
。
税
制
も

社
会
保
障
制
度
も、
今
の
「
男

性
稼
ぎ
主」
型
か
ら、
男
女
と

も
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る

と
い
う
「両
立
支
援」
型
の
制

度
に
再
構
築
す
べ
き
だ。

日
本
は
人
口
が
織
り、
労
働

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る。

働
け
る
八
は
働
き、
税
と
社
会

保
険
料
を
支
払
う
側
に
回
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
が、
経
緒
の
発
展
に

　

無
理
難
題
や
不
正
行
為
を
命
じ

も
つ
な
が
る。

　　　　　　

ら
れ
て
も
イ
エ
ス
マ
ン
に
な
り

　

「
女
性
の
就
労
が
増
え
る
と
，
が
ち
だ。
女
性
が
働
く
こ
と
で、

少
子
化
が
進
む
」
と
い
う
懸
念

　

男
性
の
肩
の
荷
が
軽
く
な
る
。

の
声
も
あ
る
。
だ
が、
先
進
国

　

非
正
規
労
働
で
低
賃
金
の
若
い

で
は
女
性
の
就
業
率
が
高
い
国

　

男
性
も、
結
婚
し
や
す
く
な
る

の
ほ
う
が
、
出
生
率
が
高
い
。

　

の
で
は
な
い
か。

日
本
で
な
か
な
か
２
人
目
の
子

　　

１

　　

５
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る

ど
も
を
産
め
な
い
の
は、
経
済

　

場
合
に
適
用
さ
れ
る
「
年
少
挟

的
な
負
担
を
考
え
た
結
果
で
あ

　

▼
糞
控
除
」◆
が
芝
ｏ
ｉ
ｌ
年
に
廃

る
こ
と
が
多
い。
仕
事
と
育
児

　

止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら、
子

を
両
立
で
き
る
制
度
に
変
え
る

こ
と
が、
産
む
意
欲
も
高
め
る。

女
性
が
働
い
て
世
帯
収
入
が

増
え
れ
ば、
男
性
に
も
利
点
が

大
き
い。
日
本
は
失
業
な
ど
経

済
的
な
理
由
に
よ
る、
中
高
年

男
性
の
自
殺
が
多
い
。
男
性
は

会
社
で
し
く
じ
ら
な
い
よ
う、．

止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら、
子

育
て
へ
の
経
済
的
支
援
が
手
薄

に
な
り、
子
ど
も
の
貧
困
問
題

が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
。
配

偶
者
控
除
を
廃
止
す
れ
ば、
所

得
税
の
税
収
が
年
約
６
０
０
０

億
円
増
え
る
。
こ
の
財
源
は
児

童
手
当
の
増
額
な
ど、
子
育
て

支
援
の
拡
充
に
使
う
べ
き
だ。

だ
。

　　　　　　　　　　

ら
れ
な
い。
そ
こ
で、
基
礎
控

だ
が、
収
入
の
な
い
専
業
主

　

除
の
代
わ
り
と
し
て、
夫
が
３８

婦
は、
所
得
税
を
納
め
な
い
の

　

万
円
の
配
偶
者
控
除
を
適
用
さ

で、
基
礎
控
除
の
適
用
を
受
け

政
ぎ
除
込
め

　

醐

　　

園
約
醐
万
人
に
適
用

　
　
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年、
「専
業
主
婦
世
帯
を
優
遇

　

亜
働
交
に適用
終
鮮
馳
縄
謎
錠
鰍
幾
鱗
機
遁
施
禦
度
競
款
獅
撃
裏
得
し
過
ぎ
て
い
る」
と
い－
屡
刊

　

配
偶
者
控
除
と
は、
ど
ん
な

　

が
適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る）。

実
の
税
負
担
が
急
増
し
な
い
よ
・
税
だ
け
で
な
く、
自
治
体
に
納

　

が
目
立
つ。

仕
組
み
な
の
か。
そ
れ
を
理
解

　　

ま
た、
妻
の
年
収
が
ー
０
３

　

う
配
慮
さ
れ
て
い
る。

　　　

め
る
住
民
税
に
も、
ほ
ぼ
同
機

　　

「
１
０
３
万
円
の
鯖
」
の
間

す
る
た
め
に、
ま
ず
所
得
税
の

　

万
円
を
超
え
て
も、
１
４
１
万

　　

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別

　

の
配
偶
者
控
除
が
あ
る
（金
額

　

題
も
あ
る
。
パ
ー
ト
で
働
く
妻

計
算
方
法
を
見
て
い
き
た
い
。

　

円
未
満
な
ら
夫
に
「
配
偶
者
特

　

控
除
を
合
わ
せ
、
現
在
は
約
１

　

は
５
万
円
少
な
い
３３
万
円）
ｏ

　

の
年
収
が十エ
サ
３
万
円
を
超
え

　

所
得
税
は、
個
人
が
ー
年
間

　

別
控
除」
が
適
用
さ
れ
る
（夫

　

５
０
０
万
人
に
適
用
さ
れ
て
い

　　　　　　　　　　

，

る
と、
夫
が
配
偶
者
控
除
を
便

に
稼
い
だ
「
課
税
所
得」
に、

　

が
年
間
所
得
１
０
０
０
万
円
以

　

る。
両
控
除
に
よ
る
所
得
税
の

所
得
税
率
（５
え
雅
也
を
掛

　

下
の
場
合
）
。
妻
の
年
収
に
応

　

滅
収
額
は
年
６
０
０
０
億
円
程

け
た
金
額
を
徴
収
さ
れ
る。

　

た
だ
し、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

例
に
取
る
と
、
ー
年
間
の
給
与

収
入
が、
そ
の
ま
ま
課
税
所
得

に
な
る
わ
け
で
は
な
い。

　

ま
ず、
会
社
に
着
て
い
く
ス

ー
ツ
な
ど
の
必
要
経
費
に
あ
た

る
「
給
与
所
得
控
除」
（最
低

保
障
額
６５
万
円）
を、
給
与
収

入
か
ら
差
し
引
く
。
所
得
の
あ

る
全
て
の
人
が
無
条
件
に
使
え

る
「
基
礎
控
除」
（」
簿
犯
万

円）
、
払
っ
た
年
金
や
医
療
な

ど
の
保
険
料
に
相
当
す
る
「社

会
保
険
料
控
除」
な
ど
も
差
し

引
く。
給
与
収
入
か
ら
各
種
の

控
除
を
除
い
た
部
分
が、
課
税

所
得
と
な
る
。

配
偶
者
控
除
磯
控
除
の
う

ち
で
も十
一
般
に
な
じ
み
が
深

い
。
金
額
は
秘
万
円
で、
妻
が

専
業
主
婦
か、
パ
１
ト
で
も
年

収
１
０
３
万
円
以
下
で
あ
れ

髭
パ
ー
ト
収
入
．「
１０３
万
円
の
壁
」

　

圏
手
当
打
ち
切
り
も

配
偶
者
控
除
に
つ
い
て
は
近

　

障飾万円の壁 サラリーマンの妻がパートで働

　

く場合、年収１３０万円以上になると、自分で年
金と健康保険の保険料を納めなければならなくな
る。「１３０万円の壁」と呼ばれ、女性の働き方を制
約しているとして批判されている。

る
と、
夫
が
配
偶
者
控
除
を
使

え
な
い
だ
け
で
な
く、
妻
自
身

に
も
所
得
税
が
か
か
る。
ま
た
、

夫
の
会
社
か
ら
支
給
さ
れ
る
配

偶
者
手
当
も、
妻
の
年
収
が
１

８
３
万
円
を
超
え
る
と
打
ち
切

ら
れ
る
場
合
が
あ
る。
年
金
な

ど
の
「
１
３
０
万
円
の
壁
」
国

と
と
も
に、
女
性
が
就
労
を
抑

え
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

配
偶
者
種
隊
が
最
近
注
目
を

集
め
て
い
る
の
は、
安
値
首
相

が
３
月、
経
済
財
政
諮
問
会
議

と
産
業
競
争
刀
会
議
の
合
同
会

議
で、
「
女
性
の
就
労
拡
大
を

抑
制
す
る
税
・
社
会
保
障
制
度

の
見
直
し
」
を
検
討
す
る
よ
う

関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
か
ら

だ。
政
府
・
与
党
は
年
末
に
決

め
る
１５
年
度
税
制
改
正
に
向

け、
議
論
を
本
格
化
さ
せ
る。

　

た
だ、
自
民
党
は
昨
夏
の
参

．
院
選
の
政
策
集
で
配
偶
者
控
除

の
維
持
を
掲
げ
た
。
与
党
内
に

は
慎
重
な
意
見
も
根
強
く、
議

論
の
先
行
き
は
不
透
明
だ
。

　　　　　　　

「

　

税
の
負
担
を
公
平
に
す
る
の
が

　　　　　　

く

　　

目
的
だ。
配
偶
者
を
特
別
に
優

　　　　　　　

遇
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

目
的
だ。
配
偶
者
を
特
別
に
優

遇
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

「
女
性
の
社
会
進
出
を
妨
げ

て
い
る」
と
い
う
批
判
も
あ
る

が、必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

　

確
か
に、
主
婦
が
パ
ー
ト
で

働
き、
年
収
が
．
甘
３
万
円
を

‐超
え
る
と
、
夫
に
配
偶
者
控
除

が
適
用
さ
れ
な
く
な
る。だ
が、

妻
の
年
収
が
十
４
１
万
円
未
満

な
らｔ
代
わ
り
に
「配
偶
者
特

別
控
除」
が
適
用
さ
れ、
夫
の

課
税
所
得
を
総
万
～
３
万
円
少

な
く
で
き
るα
妻
が
余
分
に
働

い
た
た
め
に、
か
え
っ
て
手
取

り
が
減
る
と
い
う「逆
転
現
象」

が
起
き
な
い
よ
う、
税
制
上、

配
賦
さ
れ
て
い
る。

　

実
際、
パ
ー
ト
の
女
性
の
っ

ち、
働
く
時
間
な
ど
を
抑
え
る

就
業
調
整
を
し
て
い
る
割
合

は、
約
２
割
に
と
ど
ま
る
（厚

生
労
働
省
「
２
０十十
千
年
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
総
合
実
態
調

査
Ｌ
）
。
配
偶
者
控
除
な
ど
の

た
め
に
働
け
な
い
と
い
う
よ

り、
自
分
の
余
裕
の
あ
る
時
間

に
働
い
て、
家
計
の
足
し
に
し

た
い
と
い
う
人
が
大
多
数
だ。

女
性
の
就
労
を
拡
大
す
る
た

め
に
は、
保
育
所
を
増
設
し
た

り、
男
女
と
も
に
育
児
休
業
を

取
り
や
す
く
し
た
り
と
い
っ

た
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援

策
が
必
要
だ。
パ
ー
ト
の
賃
金

を
も
っ
と
上
げ
る
な
ど
の
処
遇

主
な
先
進
国
と
比
べ、
子
育
て

支
援
に
使
う
予
算
が
少
な
い
。

こ
の
う
え
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
増
税
を
す
べ
き
で
は
な
い。

子
ど
も
が
生
ま
れ
で
も
仕
事

を
続
け
る
か、
家
庭
で
育
児
を

す
る
か
は
、
あ
く
ま
で
個
人
の

選
択
の
問
題
と
い
え
る。
専
業

主
婦
も
子
育
て
の
ほ
か、
地
域

で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
担
っ
て
い
る。
立

場
は
違
っ
て
も、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
生
懸
命
に
や
ゥ
て
い
る。

配
偶
者
控
除
の
見
直
し
は、

仕
事
よ
り
も
育
児
に
専
念
す
る

と
い
う
価
値
観
を
西
定
ま
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。
家
庭
や
地

域
で
の
無
償
労
働
を
き
ち
ん
と

専
業
主
婦
優
遇
は
誤
解

　

三′なくす“続ける？配偶者控除三二言馨識誓縛ざ…謡馨鰐霧琵覇 謝　

　

　

　

　　　

　

　

　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　　

　

　　　　

　
．

安
倍一首
相
は
今
年
３
月、
成

長
聯
繋
の
ー
環
と
し
て
配
偶
者

控
除
の
見
直
し
を
指
示
し
た
。

　

だ
が、
配
偶
者
控
除
の
縮
小

・
廃
止
は、
誤
解
に
基
づ
い
て

観
念
的
に
議
輸
さ
れ
て
い
る
。

も
し
実
現
す
れ
ば
、
多
く
の
世

帯
に
増
税
を
強
い
る。
税
制
上

の
不
公
平
を
招
い
た
り、
政
府

が
進
め
る
少
子
化
対
策
に
反
す

る
結
果
に
な
っ
た
り
し
か
ね

ず、
適
切
と
は
言
え
な
い
。

　

ま
ず、
配
偶
者
控
除
は
「
専

、
業
主
婦
の
鰹
遇
策
だ
」
と
批
判

さ
れ
て
い
る
が、
そ
ん
な
こ
と

は
全
く
な
い。

　

所
得
税
に
は
「
基
礎
控
除」

が
あ
り、
課
税
対
象
と
な
る
所

得
か
ら
無
条
件
に
３８
万
円
を
差

し
引
く
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

国
民
の
最
低
限
の

に、
そ
の
部
分
に

は
税
を
課
さ
な
い
と
い
う
趣
旨

だ
。

　

だ
が、
収
入
の
な
い
専
業
主

専門は社会保障政策
輪。旧厚生省事務官と
して「厚生白轡」、内
閣府でｒ′餅礎会臼
街」の作成などを担当ｏ
上智大教授などを経て
現職。６０歳。

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

家
族
に
収
入
が
な
い、
あ
る

い
は
低
い
人
が
い
る
と、．
扶
養

す
る
費
用
が
か
か
る。
そ
の
負

担
を
軽
減
す
る
措
置
だ
。
１６
～

協
議
の
子
が
い
る
場
合
な
ど
の

「扶
養
控
除」と
同
趣
旨
で、
金

額
も
同
じ
３８
万
円。
あ
く
ま
で

専
業
主
婦
や
パ

ー
ト
の
森
畑
い
る

世
帯
の
所
得
税
を

軽
く
す
る
「
配
偶

者
控
除」
。
こ
の

シ
ヤ
ル
雛
繕
幡耐

府
・
与
党
内
で
薗

諭
さ
れ
て
い
る
。
控
除
の
対
象
と
な
る
年
収
１
０
３

万
円
以
内
に
な
る
よ
う
働
き
方
を
抑
え
る
女
性
が
目

立
ち、
「
女
性
の
社
会
進
出
を
妨
げ
て
い
る
」
と
い

－
忌
範
が
強
い
か
ら
だ。
寮
…聖日に
意
見
を
間
い
た。

（涙
集
委
員

　

石
崎
湾
）


